
SATテクノロジー・ショーケース2022

 

  

■■  ははじじめめにに  
ポリガンマグルタミン酸（γ-PGA）はD-グルタミン酸と

L-グルタミン酸から構成されるポリマーであり、納豆の糸
引きの主成分として知られている。納豆において糸引きは
重要な特性であり、近年ではγ-PGAの健康機能性が着
目されてきたことから、納豆中のγ-PGA含量を正確に測
定する需要が増えてきた。これまで納豆中γ-PGAの定量
法としてセチルトリメチルアンモニウムブロミドを用いた方
法1)等が報告されているが、γ-PGAを多く含む納豆の場
合、その定量性に改善の余地があった。そのため本研究
では、従来よりも高精度、広範囲に適用可能な納豆中γ
-PGA定量法の開発に取り組んだ。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．基本スキームの確立 

はじめに基本的な分析の流れを構築したのち、以下の
5項目におけるγ-PGA定量の最適条件を検討した。 
・前処理、γ-PGA抽出（ステップ1） 

納豆を凍結乾燥、粉末化することで、γ-PGA抽出効率
が未処理時の1.4倍に向上し、測定精度が向上した。 
・γ-PGAの回収（ステップ2） 

検討した3通りの条件のうち、γ-PGA回収（エタノール
沈殿）時に添加する塩の種類として酢酸ナトリウムを使用
することで、γ-PGA回収効率が最大となった。 
・γ-PGA精製（ステップ3） 

検討した4通りの条件のうち、トリクロロ酢酸沈殿のみで
処理することで、γ-PGAの精製効果が最大となった。 
・グルタミン酸への酸分解（ステップ4） 

γ-PGAを酸分解してグルタミン酸量を測定するために
検討した5通りの条件のうち、3M 塩酸で110℃、4時間の
加熱条件が最適であった。 
・γ-PGA含量の算出（ステップ5） 

HPLCで測定したグルタミン酸量から納豆中γ-PGA由
来のグルタミン酸量を求め、γ-PGA含量を算出した。 
以上より、開発した納豆中γ-PGA定量方法を示す(図1)。 
 
２．分析法の妥当性確認 

単一試験室での同日3回、異日3回測定による妥当性確
認試験を行った。その結果、併行精度は1.9%-4.3%、室内
再現精度は1.8%-3.9%、添加回収試験における回収率は
98.5%-101.0%であり、コーデックス委員会の手続きマニュ
アルで定められた範囲内の性能であることを確認した。 

３．今後の展開 
本研究で開発した納豆中γ-PGA定量法は、従来法と

比較して精度と再現性に優れ、特別な試薬や器具、装置
を必要としないため、納豆その他の加工品に活用できる。  

本法を適用することで、γ-PGAを多く含む納豆等の機
能性表示食品の開発が期待される。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 開発した納豆中γ-PGA 定量方法 

(「地域農産物の機能性表示のための手引書」図Ⅲ-1-10を一部改変) 
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